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議会だよりのご感想を
　　　　　　　お聞かせ下さい。
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日野高校の「荒神神楽」初舞

　

お
芝
居
く
ら
ぶ　

さ
ん
・
ふ
ぃ
ー
る
ど
は
、

１
９
９
９
年
に
結
成
し
、
今
年
で
15
周
年
と
い

う
活
動
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
元
に
暮
ら

す
演
劇
好
き
が
集
ま
り
、
日
野
町
文
化
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
、
年
に
１
〜
２
回
の
公
演
を
し
て

い
ま
す
。

　

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
ミ
ス
テ
リ
ー
、
Ｓ
Ｆ
も
の
、

時
代
も
の
、
多
様
な
テ
ー
マ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

脚
本
で
演
じ

て
い
ま
す
。

　

ひ
の
っ
こ

保
育
所
で
、

オ
シ
ド
リ
を

ヒ
ー
ロ
ー
に

し
た
「
オ
シ

ド
リ
仮
面
」

と
い
う
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー

を
し
た
り
、

た
た
ら
製
鉄

の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
小
説

「
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ａ
」
の
寸

劇
を
し
た
り

と
活
動
も
多

様
で
す
。

　

演
劇
は
文
化
芸

術
の
中
で
も
、
ち

ょ
っ
と
一
般
的
に

馴
染
み
が
少
な
い

も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

け
れ
ど
、
今
で

は
町
内
だ
け
で
な

く
、
町
外
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
お
客

様
が
活
動
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
「
演
劇
が
好

き
で
さ
ん
・
ふ
ぃ

ー
る
ど
の
お
芝
居

を
観
に
来
て
初
め

て
日
野
町
に
来
た
。
素
敵
な
町

だ
と
思
っ
た
。
」
と
町
外
の
方

の
声
。 

　

「
町
内
に
住
む
見
知
っ
た
人

た
ち
が
こ
ん
な
劇
を
し
て
活
躍

す
る
姿
に
元
気
を
も
ら
っ

た
。
」
と
町
内
の
方
の
声
。

　

好
き
な
こ
と
を
好
き
な
よ
う

に
活
動
し
て
き
た
の
に
、
そ
れ

が
町
を
知
っ
て
も
ら
う
キ
ッ
カ

ケ
に
な
っ
た
り
、
元
気
の
源
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
活

動
し
て
き
て
よ
か
っ
た
と
幸
せ

に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
元
に
根
付

い
た
活
動
と
と
も
に
、
演
劇
を

通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
の
輪
を

繋
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
７
月
26
日
、
27
日

と
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

公
演
予
定
で
す
。

　

演
劇
を
観
た
こ
と
の
な
い
方

も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
さ
ん
・
ふ

ぃ
ー
る
ど
を
観
に
来
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　

さ
ん
・
ふ
ぃ
ー
る
ど
筆

特
集  

行
動

特
集  

行
動
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
・
団
体
を
、

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

桜
花
爛
漫　

日
野
路
に
も
、

よ
う
や
く
桜
の
便
り
が
運
ば
れ

て
き
ま
し
た
。
3
月
は
別
れ
、

4
月
は
出
会
い
の
時
節
と
い
わ

ま
す
。
町
職
員
7
人
が
退
職
さ

れ
、
新
し
く
7
人
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

3
期
目
を
迎
え
た
景
山
町
政

も
副
町
長
を
迎
え
、
新
た
な
執

行
部
体
制
も
整
い
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
26
年
度
の
予
算
も
決

ま
り
、
町
民
が
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
に
大
い
な
る
期
待
を
寄

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
活
動
を
、
町
民
目
線
で

届
け
る
意
義
を
、
広
報
広
聴
活

動
に
乗
せ
て
、
努
力
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
声
掛
け
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
谷
博
徳

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委  

員  

長　

安
達　

幸
博

　
　

副
委
員
長　

松
原　

直
人

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

求

　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

博
徳

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

利
秋

　
　
　
　
　
　
　

梅
林　

智
子

地元で演劇活動
さん・ふぃーるど

2001年　第４回公演　「ON  YOUR  MARK」

2009年　オシドリ仮面　　　ひのっこ保育所公演
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副町長を迎えた執務のようす

中山間地水路改修作業

一
般
会
計
・
賛
成
討
論

　
　
　
　
　

安
達　

幸
博
議
員

　

子
ど
も
15
年
プ
ラ
ン
の
成
果

に
期
待
し
ま
す
が
、
町
の
特
色

あ
る
独
自
の
教
育
方
針
が
必
要

と
思
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
健
康
保
持
、
各
種
予

防
接
種
等
、
保
健
・
予
防
事
業

な
ど
の
民
生
費
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
支
援
、
中
山
間
地
直
接

支
払
、
農
地
・
水
保
全
管
理
支

払
な
ど
の
農
林
水
産
費
等
、
町

民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
予
算
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
確
実
で
適
切

な
執
行
を
望
み
賛
成
討
論
と
し

ま
す
。

一
般
会
計
・
反
対
討
論

　
　
　
　
　

佐
々
木　

求
議
員

　

財
政
再
建
で
、
住
民
の
協
力

を
得
な
が
ら
こ
こ
ま
で
の
改
善

を
成
し
遂
げ
た
例
は
、
全
国
そ

ん
な
に
多
く
は
な
い
と
思
う
。

　

し
か
し
、
同
和
対
策
の
根
拠

法
は
２
０
０
２
年
に
無
く
な

り
、
そ
れ
以
前
に
も
、
国
は
33

年
間
も
15
兆
円
以
上
の
支
出
が

行
わ
れ
て
い
る
。
ど
ん
な
理
由

を
述
べ
て
も
許
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
多
く
の
町
民
の
願
い

は
、
一
日
も
早
く
「
終
結
」
す

る
こ
と
で
す
。

　

個
人
町
民
税
は
、
課
税
所

得
の
増
を
見
込
み
ま
す
が
、

納
税
者
の
減
に
よ
り
12
万
円

の
微
増
で
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の

見
直
し
等
に
よ
り
2
7
2
万

円
の
増
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
推
定
の

96
㌫
を
見
込
み
、
昨
年
よ
り

６
３
２
２
万
円
の
減
で
す
。

　

人
件
費
は
、
特
別
職
が
増

額
と
な
り
ま
す
が
、
一
般
職

が
減
と
な
る
た
め
２
８
５
万

円
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
老
人
福
祉
費

等
で
２
７
０
０
万
円
の
増
で

す
。

　

衛
生
費
は
、
予
防
費
、
保

健
事
業
費
等
で
す
が
、
塵
芥

処
理
費
の
減
な
ど
で
８
３
５

８
万
円
の
減
と
な
り
ま
す
。

　

公
債
費
（
借
入
返
済
金
）

は
本
年
、
返
済
金
の
ピ
ー
ク

で
あ
る
こ
と
か
ら
1
5
8
８

万
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

重点施
策

　

第
２
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
に
開
会
し
、
会
期
を
３
月
20
日
ま
で
の
17
日
間
と
し
、

平
成
26
年
度
当
初
予
算
８
件
、
平
成
25
年
度
補
正
予
算
６
件
、
条
例
の
制
定
１
件
と
一
部 

改
正
６
件
、
条
例
の
廃
止
１
件
、
経
費
の
賦
課
基
準
及
び
徴
収
時
期
及
び
方
法
１
件
、
人

事
案
件
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が

活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

3月定例会子育て支援
若者定住促進

医療と保健、福祉の連携

副町長選任に同意

予算内訳

平成26年度一般会計歳出予算性質別集計表

会計/区分 前年度比較 採　決
単位：万円

単位：万円

平成26年度当初予算

各ページの金額は、全て千円未満を切り捨て表示しています。合計に差違が生じます。     △は減額

特
別
会
計

一　般　会　計

国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
簡易水道特別会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
鳥取県西部町村情報公開・
個人情報保護審査会特別会計
　　　　計

２８億９,７８５

　３億９,６８０
　５億８,８７９
　　５,６４８

　１億　 ３１７
　１億　 ９７０
　　　５，１６４
　　 　　　

４９

１３億 　７０８

△１億６，６０５

本年度科　目 前年度比較

△２８５

２，８３９

１５４

△１，８７１

△２，６４５

△１億２，８３０

１，５８８

９

△７００

△１，１７０

△１，６９３

０

△１億６，６０５

５億９，０４３

３億３，０１３

３，５５３

２億７，０４０

７億３，３９２

７，５９９

４億８，０８９

１７１

０

３８０

３億７，００３

５００

２８億９，７８５

１４２
△１７６
１８４
△１８８
５５８

△２，２４０

△１１

△１，７３０

反対者佐々木求
ほか全員賛成　

欠席議員　中原　明

全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成
全員賛成

全員賛成

町税
36,134
（12.47％）

町税
36,134
（12.47％）

議会費 6,458
（2.23％）

総務費
50,658

（17.48％）

民生費
67,648

（23.34％）

民生費
67,648

（23.34％）
衛生費
48,686

（16.80％）

衛生費
48,686

（16.80％）

農林水産業費
23,530
（8.12％）

商工費 8,997
（0.31％）

土木費 18,039
（6.23％）

消防費 2,818
（0.97％）

教育費 22,456
（7.75％）

※公債費
48,089

（16.60％）

予備費 500
（0.17％）

地方交付税
178,118
（61.47％）

その他交付金
7,752（2.68％）

分担金及び負担金
1,830（0.63％）

使用料及び手数料
3,028（1.05％）

国庫支出金
21,070（7.27％）

県支出金 20,584
（7.10％）

財産収入 636
（0.22％）

寄附金 30
（0.01％）

繰越金 5,134
（1.77％）

諸収入 2,065
（0.71％）

町債 13,400
（4.62％）

人 件 費

物 件 費

維 持 補 修 費

扶 助 費

補 助 費

普通建設事業費

公 債 費

積 立 金

投資及び出資金

貸 付 金

繰 出 金

予 備 費

合 計

単位：万円
歳出

単位：万円
歳入

※公債費＝借入金返済費

政策的なものは、今後の補正予算で対応
　当初予算は、骨格予算として義務的経費など最低限必
要な経費のため、一般会計の予算は前年度と比較して、
１億６,６０５万円の減額となっています。

グ
ラ
フ
・
表
の

　
　
　  

主
な
説
明
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地域おこし協力隊による除雪作業

黒坂減容化施設

町民ミュージカル

わが町支え愛活動で購入した備品

◎
交
流
事
業

　

大
学
と
の
交
流
は
、
実
行
委

員
会
を
作
り
、
事
業
な
ど
の
内

容
の
協
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
が
、
研
修
の
体
験
や
成
果
を

町
民
に
還
元
で
き
る
事
業
報
告

会
な
ど
を
期
待
し
ま
す
。

◎
道
路
維
持
一
般
管
理

　

町
道
の
管
理
な
ど
は
、
緊
急

雇
用
で
対
応
し
て
い
る
が
、
高

齢
化
に
よ
る
管
理
範
囲
の
拡
が

り
が
予
想
さ
れ
る
。
必
要
に
応

じ
た
雇
用
の
拡
大
な
ど
、
柔
軟

性
を
持
っ
た
対
応
を
さ
れ
た
い
。

◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
支
援
事

　
業　

　

地
域
の
維
持
・
再
生
、
活
性

化
に
大
き
な
期
待
が
持
て
る
。

　

全
町
的
視
野
に
た
っ
た
事
業

展
開
を
望
み
ま
す
。

◎
耕
作
放
棄
地
再
生
支
援
事
業

　

耕
作
放
棄
地
再
生
支
援
は
、

全
町
的
に
優
良
農
地
の
復
元
利

用
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

◎
新
規
就
農
支
援
事
業

　

新
規
就
農
者
に
対
し
て
１
人

年
額
１
５
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
新
規
就
農
者
の
自
立
に
大

き
く
寄
与
し
て
お
り
評
価
し
た

い
。
一
方
、
町
内
後
継
者
（
U

タ
ー
ン
）
の
新
規
就
農
に
対
し

て
も
、
支
援
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

◎
日
野
町
地
域
活
動
支
援
交
付

　
金
事
業

　

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
、
元

気
な
集
落
づ
く
り
や
地
域
の
活

性
化
に
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま

す
。
更
な
る
広
が
り
を
期
待
し

ま
す
。

◎
過
疎
バ
ス
対
策
事
業

　

町
営
バ
ス
対
策
は
、
大
幅
な

増
額
と
な
っ
て
お
り
、
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ら
れ
た

い
。

◎
わ
が
町
支
え
愛
活
動
支
援
事

　
業

　

わ
が
町
支
え
愛
活
動
支
援
事

業
（
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
事

業
主
体
）
と
消
防
用
施
設
等
整

備
費
補
助
事
業
を
リ
ン
ク
さ
せ

て
総
合
的
な
防
災
対
策
を
行
い
、

一
層
効
果
を
上
げ
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

審
議
の
経
過

問　

地
方
交
付
税
4
㌫
減
額
の

根
拠
は
。

答　

公
債
費
は
見
込
み
。
税
の

地
方
配
分
は
４
㌫
と
固
く
見
て

い
る
。

問　

根
雨
社
会
体
育
館
は
解
体

と
説
明
を
受
け
た
。
使
用
料
１

０
０
０
円
は
何
か
。

答　

解
体
ま
で
の
電
気
代
等
。

問　

母
子
福
祉
費
は
、
母
子
家

庭
の
支
援
で
予
算
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
父
子
家
庭
の
支
援
は

で
き
な
い
か
。

答　

現
行
制
度
で
は
、
母
子
家

庭
し
か
で
き
な
い
。

問　

国
庫
支
出
金
の
教
育
費
補

助
金
の
内
訳
は
。

答　

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励

費
で
す
。

問　

簡
易
水
道
特
別
会
計
の
修

繕
費
の
算
出
根
拠
は
。

答　

修
繕
費
は
、
年
度
に
よ
り

幅
が
あ
り
、
過
去
3
年
を
参
考

に
し
た
。
大
き
な
故
障
に
は
補

正
予
算
で
対
応
し
た
い
。　

問　

黒
坂
農
業
集
落
排
水
事
業

の
汚
泥
減
容
化
の
委
託
料
は
、

ど
れ
く
ら
い
の
経
費
削
減
効
果

を
出
し
て
い
る
か
。

答　

当
初
1
0
0
㌫
削
減
化
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

冬
期
間
の
低
温
な
ど
に
よ
り
、

汚
泥
が
30
立
米
く
ら
い
出
て
い

る
。
年
間
90
万
円
く
ら
い
の
経

費
削
減
効
果
が
出
て
い
る
。

◎
子
育
て
支
援
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ

　
ば
事
業

　

子
育
て
支
援
事
業
は
、
町
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
子
育
て
世
帯
の
保
護
者

を
助
け
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
の
一
助
に
な
っ
て
い

ま
す
。
更
な
る
活
動
の
広
が
り

を
期
待
し
ま
す
。

◎
健
康
増
進
事
業

　

町
民
健
康
診
査
へ
の
興
味
関

心
を
高
め
る
た
め
に
、
積
極
的

に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
参
加
さ

れ
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
P
R
に

努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
姿

勢
は
町
民
に
親
し
み
や
す
さ
と

安
心
感
を
与
え
、
受
診
率
の
向

上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

更
な
る
事
業
展
開
に
取
り
組

ま
れ
た
い
。

◎
学
校
図
書
館
司
書
配
置
事
業

　

学
校
図
書
館
司
書
２
人
の
学

校
配
置
は
、
町
図
書
館
等
と
連

携
を
と
り
な
が
ら
そ
の
職
務
に

あ
た
り
、
読
書
意
欲
を
高
め
る

の
に
実
績
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
幼
児
の
段
階
も
含
め
、

児
童
・
生
徒
の
支
援
に
努
め
ら

れ
た
い
。

平成26年度　主な事業
単位：万円

５８３
４３４
１００
１，４８０
２，７０４

２５
２００

３００
２５

１２０
３，０９０
４，７１２
１，６１６
３００

１，９０６
２，２６８
４６９
５２８
６０９
５０
４１４
８２５
１，１１８

１億２，９６１
３億３，９１９

総合行政情報システム管理
総合行政情報システム管理
移動販売事業者補助
耐震性貯水槽設置
過疎バス対策事業

消防用施設等整備費補助
地域活動支援交付金

生活交通確保支援事業
わが町支え愛活動支援

子育て支援
児童手当
山間地域等直接支払交付金
地域おこし協力隊支援
新規就農支援給付金

橋梁修繕
町道黒谷2号線改良
学校図書館司書配置
外国語指導助手配置
放課後子ども教室
町民ミュージカル補助
おひさま広場事業
社会福祉協議会助成
児童扶養手当支給
西部広域行政管理組合
日野病院組合事務

番号制度に伴うシステムの改修
XPサポート終了に伴いパソコンの更新
移動販売を行う経費の一部補助
久住地区に２基設置
町営バス４路線の管理運営委託及び
米子線の路線維持
消防ホース等購入補助
住民による地域活性化のための活動
交付金　　　上限20万円
タクシーの運賃補助
見守り体制の構築、個別避難訓練等
支え愛活動を行う自治会への補助金
　１地区10万円上限
１歳から３歳までの子育て支援金３万円
中学修了前まで子育て支援
農業維持・農地保全など？
地域おこし協力隊の報償費・活動費等
新規就農者　年間150万円を支給
最大５年間　26年度２名分
福長橋の修繕
榎市から小原　１カ所の改良　
保小中学校と図書館の連携
外国語教育の充実
安全・安心な居場所支援
歴史文化を題材
ひのっこ保育所と連携し子育て支援
高齢者支援等
ひとり親家庭に、児童扶養手当を支給
広域消防、清掃事業等に対して負担
日野病院運営支援

予
算
審
査
特
別
委
員
会
主
な
質
疑

　委員会は全議員で構成し、委員長小谷博徳、副委員長安達幸博を選出して、平成26年３月
５日、6日、11日、12日、13日、17日、18日の７日間開催し、一般会計・特別会計予算につい
て、関係職員から詳細な説明を受けるなど慎重に審査を行い、11項目の審査意見を執行部に
伝えました。

予算審査特別委員会予算審査特別委員会

予
算
審
査
意
見



（６）（７）

日
野
町
に
副
町
長
を
置
か
な
い

条
例
の
廃
止

　

日
野
町
に
副
町
長
を
置
か
な

い
条
例
（
平
成
20
年
第
23
号
）

の
廃
止
に
つ
い
て
、
出
席
議
員

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

欠
席　

中
原　

明
議
員

　　

山
口　

秀
樹
氏
（
鳥
取
市
）

職
歴　

鳥
取
県
庁
入
庁

　
　
　

市
町
村
振
興
課
長

　
　
　

文
化
芸
術
課
長

　
　
　

北
栄
町
助
役

　
　
　

福
祉
保
健
部
次
長

　
　
　

子
育
て
王
国
推
進
局
長

　
　
　

八
頭
総
合
事
務
所
長　

　
　
　

県
土
整
備
部
次
長

　

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て
、

出
席
議
員
全
員
賛
成
で
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

　

欠
席　

中
原　

明
議
員

日
野
町
職
員
の
再
任
用
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

出
席
議
員
全
員
賛
成
で
、
可

決
し
ま
し
た
。

　

欠
席　

中
原　

明
議
員

　
　

（
第
8
号
、
９
号
）

　

２
４
４
４
万
円
を
減
額
し
、

総
額
を
32
億
６
５
９
６
万
円

主
な
歳
入

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　

△
２
７
２
４
万
円

・
観
光
費
寄
付
金
（
町
観
光
協

　

会
よ
り
）　

 　

 

４
０
０
万
円

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

６
５
６
万
円

・
地
方
交
付
税

　
　
　
　
　
　

２
５
３
９
万
円

　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
は
、

２
月
20
日
、
21
日
と
島
根
県
飯

南
町
で
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
の
目
的
は
、
中
山
間
地

共
通
の
課
題
で
あ
り
ま
す
、
少

子
高
齢
化
や
産
業
の
衰
退
な
ど

に
、
ど
の
よ
う
な
施
策
や
対
策

で
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、

島
根
県
飯
南
町
役
場
と
島
根
県

立
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

で
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

飯
南
町
は
、
広
島
に
２
時

間
、
松
江
に
１
時
間
30
分
の
位

置
で
、
公
共
交
通
機
関
は
バ
ス

の
み
で
す
。

　

基
幹
産
業
の
農
業
は
、
高
齢

化
が
急
速
に
進
み
、
70
歳
以
上

が
65
㌫
と
高
齢
者
が
担
っ
て
い

る
状
況
で
し
た
。

　

飯
南
町
役
場
で
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
、
「
農
業
振
興
計

画
」
を
策
定
し
、
今
後
の
農
業

の
方
向
性
を
打
ち
出
し
て
い
ま

す
。

　

「
計
画
」
は
平
成
27
年
ま
で

で
、
町
・
県
・
農
協
な
ど
の
農

畜
産
関
係
機
関
で
協
議
会
を
作

り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

移
住
者
の
受
け
入
れ
も
熱
心

に
行
い
、
８
年
間
で
１
９
０
人

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
登
録
し
た
家
を
斡
旋

し
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
片
付

け
や
、
改
修
に
補
助
金
を
だ

し
、
農
地
は
町
が
10
年
間
借
り

上
げ
、
貸
与
す
る
な
ど
、
農
地

と
セ
ッ
ト
で
集
落
に
住
ん
で
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
農
業
・
畜
産
・
林
業
・
鳥

獣
対
策
な
ど
、
80
人
を
超
す
研

究
体
制
で
課
題
に
取
り
組
み
、

研
究
・
情
報
発
信
・
研
修
の
拠

点
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

主
な
歳
出

・
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
負

　

担
金　
　
　

  

△
４
０
６
万
円

・
愛
と
元
気
の
日
野
町
ふ
る
さ

　

と
基
金
積
立　

  

１
５
６
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
療
養

　

給
付
費
負
担
金

　
　
　
　
　

△
１
０
４
２
万
円

・
竹
林
整
備
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　

△
８
０
２
万
円

・
学
校
用
備
品　

    　

 
15
万
円

・
文
化
セ
ン
タ
ー
光
熱
水
費

　
　
　
　
　
　
　
　

14
万
円

・
町
債　
　

  

△
２
５
３
９
万
円

　

鳥
取
県
町
村
議
会
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
日
野
町

議
会
だ
よ
り
98
号
の
表
紙
が
、

写
真
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

シ
イ
タ
ケ
農
家
の
久
代
宏
一

さ
ん
か
ら
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の

指
導
を
受
け
、
研
修
を
積
ん
で

い
る
廣
瀬
俊
介
さ
ん
の
作
業
写

真
で
す
。

国
民
健
康
保
険
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　
　
　

６
２
３
万
円
減
額
す
る
も
の
。

　

総
額
４
億
２
９
３
１
万
円

介
護
保
険
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ　
　
　

39
万
円
追
加
す
る
も
の
。

　

総
額
５
億
９
７
８
９
万
円

　

い
ず
れ
の
補
正
予
算
も
、
出

席
議
員
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま

し
た
。　

欠
席　

中
原
明
議
員

　

議
会
だ
よ
り
は
、
１
０
１
号

か
ら
、
１
段
の
字
数
を
13
字
か

ら
12
字
に
、
活
字
の
大
き
さ
を

１
級
大
き
く
し
て
、
読
み
や
す

く
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
の
ご
愛
読
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

日
野
町
議
会
は
、
議
会
報
告

会
並
び
に
意
見
交
換
会
を
左
記

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
　
　

記

日
時　

平
成
26
年
4
月
26
日
（土）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
6
時

場
所　

日
野
町
開
発
セ
ン
タ
ー

　

各
分
野
の
研
究
に
と
ど
ま
ら

ず
、
現
地
で
の
実
践
に
よ
る
成

果
の
実
証
も
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
セ
ン
タ
ー
の
特
色
で
し

た
。

　

中
山
間
地
の
抱
え
る
問
題

を
、
若
者
定
住
・
鳥
獣
対
策
・

地
域
コ
ミ
ィ
ニ
テ
ィ
等
大
き
く

８
つ
の
分
野
に
分
け
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

21
日
は
、
江
津
市
有
福
温
泉

の
災
害
復
興
状
況
を
視
察
、
飯

南
町
交
流
物
産
館
「
ｉ
マ
ル
シ

ェ
」
（
三
次
市
）
を
視
察
し
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

視
察
を
終
え
て

　

視
察
地
は
、
本
町
の
抱
え
て

い
る
課
題
と
共
通
点
が
多
く
、

非
常
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

中
で
も
「
農
業
振
興
計
画
」

は
、
農
林
業
関
係
機
関
等
に
早

急
に
、
取
り
組
む
働
き
か
け
を

議
会
よ
り
進
め
る
必
要
性
を
強

く
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
山
間
地
域
研
究
セ

ン
タ
ー
で
研
究
さ
れ
た
内
容
や

地
域
で
実
践
さ
れ
て
い
る
成
果

を
、
本
町
の
関
係
団
体
等
が
積

極
的
に
利
用
し
、
課
題
解
決
に

生
か
し
、
町
の
活
性
化
に
繋
げ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。　
　

中山間地域の
　　　課題と対策を研修

中山間地域研究センターと飯南町で 総務経済
常任委員会
報    告

副
町
長
の
選
任

２
年
連
続
鳥
取
県一

25
年
度・特
別
会
計
補
正
予
算

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
お
知
ら
せ

25
年
度・一
般
会
計
補
正
予
算

条
　
例

研究センターで研修

飯南町役場で研修

賑わっている金持売店



一  

般  

質  

問

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

一  

般  

質  

問

あ
な
た
の
声
を
と
ど
け
ま
す

（９） （８）

　

保
育
料
の
無
償
化
は
生
活
支

援
に
な
り
、
若
者
の
定
住
化
を

促
し
、
ま
た
移
住
促
進
に
繋
が

る
と
考
え
ま
す
。

町
長　

非
常
に
職
員
の
確
保
が

難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
し
、

総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
６
月
補
正
に
向
け
て
検

討
中
で
す
。

議
員　

町
財
政
推
計
は
平
成
32

年
度
ま
で
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
計
画
が
分
か
り
ま
せ

議
員　

少
子
化
対
策
の
一
環
で

県
は
保
育
料
の
半
額
補
助
を
打

ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
呼

応
し
て
、
保
育
料
の
無
償
化
に

取
り
組
ま
れ
て
は
ど
う
で
す

か
。

町
長　

無
償
化
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
軽
減
は
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

町
長
は
一
人
で
も
多
く

の
若
者
に
住
ん
で
も
ら
い
た
い

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
住
ん

で
も
ら
う
為
に
は
、
雇
用
の
確

保
と
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

議
員　

26
年
度
か
ら
、
県
の
子

育
て
支
援
事
業
を
活
用
し
て
、

本
町
の
子
育
て
支
援
並
び
に
、

若
者
定
住
の
目
玉
政
策
に
し
て

は
ど
う
で
す
か
。

　

保
育
料
の
無
償
化
・
軽
減
化

の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

保
護
者
の
責
務
と
し

て
、
子
育
て
に
対
す
る
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

考
え
で
あ
り
、
無
償
化
で
は
な

く
軽
減
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員　

保
育
料
に
つ
い
て
は
、

６
月
の
補
正
で
内
容
は
出
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
無
償

化
と
い
う
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

町
長　

町
と
し
て
無
償
化
に
踏

み
切
る
と
、
今
の
段
階
で
は
余

り
に
も
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

決
し
て
後
ろ
向
き
で
は
な

く
、
軽
減
に
向
け
て
一
歩
一
歩

踏
み
込
ん
で
い
く
の
が
ベ
タ
ー

だ
と
思
い
ま
す
。

議
員　

鈴
原
餅
の
生
産
拡
大
を

目
指
し
て
、
町
・
農
協
・
生
産

者
と
連
携
を
図
り
、
生
産
・
販

売
計
画
ま
で
立
案
し
、
本
町
の

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
農
業
振
興
の

起
爆
剤
に
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

町
長　

栽
培
の
難
し
さ
と
農
業

者
の
高
齢
化
等
、
栽
培
面
積
は

縮
小
傾
向
で
す
が
、
Ｊ
Ａ
女
性

会
と
大
夢
多
夢
の
生
産
・
製

造
・
販
売
の
体
制
が
確
立
さ

れ
、
今
後
も
持
続
可
能
な
町
特

産
品
と
し
て
、
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長　

種
も
み
の
確

保
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
、
生

産
者
、
関
係
機
関
と
十
分
に
協

議
し
な
が
ら
、
生
産
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

議
員　

鵜
の
池
湖
畔
の
町
有
地

を
芝
生
化
し
て
は
ど
う
で
す

か
。

町
長　

オ
シ
ド
リ
の
餌
と
な
る

ク
ヌ
ギ
を
植
樹
し
て
お
り
、
当

面
現
状
の
ま
ま
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
策
は

計
画
性
の
あ
る
行
政
を

防
災
計
画
を
実
践
へ

「
お
し
ど
り
荘
」裏
の

  

堰
か
ら
の
氾
濫
対
策

中原　信男議員松本　利秋議員

無
償
化
を
目
玉
に

ん
。
中
・
長
期
計
画
（
事
業
）

は
、
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

町
長　

計
画
に
基
づ
い
た
、
推

計
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

議
員　

そ
れ
な
ら
公
表
さ
れ
て

は
ど
う
で
す
か
。

町
長　

推
計
は
、
必
要
経
費
の

外
、
主
要
事
業
を
網
羅
し
た
も

の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
今
の
と
こ
ろ
公
表
の

必
要
が
な
い
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

保育料の無償化を
●軽減を検討中で無償化はしない答

●
負
担
軽
減
で
対
応

答

議
員　

自
主
防
災
活
動
育
成
支

援
の
具
体
策
は
何
で
す
か
。

町
長　

町
で
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
と
連
携
し
て
支
え
愛
マ
ッ

プ
の
作
成
等
、
隣
近
所
の
助
け

合
い
を
行
う
こ
と
を
基
本
に
啓

発
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

議
員　

全
集
落
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

町
長　

全
集
落
が
避
難
手
順
を

作
成
す
る
こ
と
が
困
難
と
考
え

ま
す
の
で
、
町
と
し
て
簡
単
な

も
の
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

支え愛マップ作成

ひのっこ保育所
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（11） （10）

議
員
　
次
の
3
点
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
問
い
ま
す
。

①
「
移
住
定
住
者
」
の
フ
ォ

ロ
ー
は

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
多
面

的
導
入

③
住
居
と
し
て
の
空
家
登
録

は
。

町
長

①
移
住
定
住
者
に
つ
い
て
は
、

　
結
婚
、
出
産
、
家
庭
を
築
く

と
い
う
状
況
に
、
敬
意
を
も
っ

て
い
ま
す
。
一
方
メ
ン
タ
ル
面

で
フ
ォ
ロ
ー
は
、
不
十
分
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
話
し
合
い
の
場
を

つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い

て
は
、
積
極
的
に
導
入
し
よ
う

議
員
　
施
政
方
針
は
3
期
目
4

年
間
を
見
据
え
た
方
針
と
受
け

止
め
ま
し
た
。

　
26
年
度
予
算
へ
、
ど
う
反
映

さ
れ
ま
す
か
。

町
長
　
26
年
度
予
算
は
、
骨
格

予
算
で
組
み
ま
し
た
。
施
政
方

針
の
具
体
的
な
事
業
は
、
6
月

ま
た
は
9
月
の
補
正
予
算
で
、

計
上
し
ま
す
。

議
員
　
少
子
化
が
進
む
中
、
小

学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
た
だ
数
の
論
理
で
統
合

を
議
論
し
ま
す
と
、
問
題
が
あ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
だ
け
子
供
が
減
っ
て
く

る
と
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
少
し
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
早
計
に
町
長
が
、
「
統
合
し

ま
す
」
と
あ
る
日
、
突
然
に
申

し
入
れ
る
こ
と
だ
け
は
避
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
元
と

よ
く
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
　
小
学
校
は
、
学
校
教
育

以
外
に
地
域
の
活
性
化
の
拠
点

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
な

が
ら
、
教
育
委
員
会
で
統
合
問

題
に
つ
い
て
議
論
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

教
育
長
　
統
合
あ
り
き
で
は
な

く
、
日
野
町
15
年
プ
ラ
ン
の
評

価
、
点
検
を
と
お
し
て
、
日
野

町
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
望
ま

し
い
方
向
と
何
が
必
要
な
の
か

を
検
討
し
ま
す
。

議
員
　
避
け
て
通
れ
な
い
問
題

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
協
議
を
開
始
し
て
、
具
体
的

に
保
護
者
、
地
域
の
人
の
意
見

を
聞
く
場
の
開
催
を
望
み
ま

す
。

町
長
　
い
つ
ま
で
も
放
置
す
る

問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
教
育
委
員
会
に
早
急
に
協
議

に
入
る
よ
う
に
申
し
出
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
お
し
ど
り
荘
」裏
の

  

堰
か
ら
の
氾
濫
対
策

竹永　明文議員小谷　博徳議員

教
育
環
境
整
備
は

と
の
考
え
は
持
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
応
募
者
の
能
力

や
、
地
域
の
受
け
入
れ
態
勢
な

ど
難
題
も
あ
り
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
学
力
ア
ッ
プ
等

多
面
的
な
導
入
も
考
え
て
い
ま

す
。

③
空
家
登
録
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
空
家
の
状
況
が
多
様
で
、

話
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
か
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
紹

介
な
ど
多
方
面
の
働
き
か
け
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

予算に反映は
●６月・９月に予算計上答

●
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
議
論
す
る

答

町民運動会（根雨）

町民運動会（黒坂）

積
極
的・多
面
的
導
入
は

●
人
材
と

　
環
境
づ
く
り
が
課
題

答

地
域
お
こ
し
協
力
隊

施政方針

地域おこし協力隊による畑おこし
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（13） （12）

町
長　

原
発
事
故
が
あ
れ
ば
日

野
町
民
も
逃
げ
ま
す
。
こ
の
想

定
は
現
実
的
で
は
な
い
と
私
も

思
っ
て
い
ま
す
。
中
国
電
力
は

再
稼
動
す
る
な
ら
、
終
末
処
理

も
き
ち
ん
と
し
て
、
安
全
を
国

民
に
知
ら
せ
て
、
そ
れ
か
ら
論

議
す
る
べ
き
で
す
。

　

西
部
町
村
会
７
か
町
村
の
意

見
は
、
「
町
民
の
安
全
を
図

る
」
こ
と
で
一
致
し
て
県
に
対

し
て
申
し
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

議
員　

町
防
災
計
画
は
素
案
の

段
階
だ
が
、
実
際
に
起
こ
っ
た

事
故
で
被
害
は
広
範
囲
に
及
ぶ

こ
と
が
知
れ
渡
っ
た
の
に
、
30

キ
ロ
圏
の
段
階
的
避
難
を
行
う

こ
と
や
、
日
野
町
で
は
4
8
0

人
の
島
根
県
民
避
難
者
を
受
け

入
れ
る
計
画
と
か
、
国
・
県
は

計
画
を
作
ら
せ
、
原
発
再
稼
動

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ど
う
考
え
ま
す
か
。

議
員　

８
年
間
の
教
訓
と
・
課

題
は
何
と
考
え
ま
す
か
。

町
長　

自
助
・
共
助
で
取
り
組

ま
れ
る
分
野
が
非
常
に
活
発
で
、

い
い
意
味
で
役
場
を
頼
り
に
せ

ず
、
自
主
・
自
立
の
気
風
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
で
で
き
な
く
な
っ
た
部

分
を
、
公
助
と
し
て
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員　

保
険
・
医
療
・
介
護
・

生
活
支
援
な
ど
、
仕
組
み
や
資

源
の
総
動
員
を
し
、
円
滑
に
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る

体
制
を
、
整
え
る
こ
と
が
必
要

と
述
べ
ら
れ
た
が
、
体
制
の
整

備
と
は
具
体
的
に
は
何
で
す
か
。

町
長　

病
院
・
介
護
施
設
・
福

祉
団
体
・
交
通
機
関
・
事
業
所

な
ど
、
比
較
的
整
っ
て
い
る
が
、

現
場
で
働
く
看
護
師
や
介
護
職

員
な
ど
、
人
的
資
源
の
確
保
が

難
し
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

地
域
の
環
境
づ
く
り
、
支
援

体
制
の
構
築
で
は
、
持
続
可
能

な
支
援
と
、
住
民
の
利
用
促
進

が
存
続
へ
の
道
に
つ
な
が
り
ま

す
が
、
根
本
的
な
問
題
は
人
口

の
減
少
で
す
。

議
員　

今
後
の
公
共
事
業
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
老
朽
化
、
大

規
模
災
害
の
対
応
事
業
な
ど
、

大
き
な
投
資
を
伴
う
。
財
政
危

機
に
至
っ
た
教
訓
に
立
ち
、
不

要
・
不
急
な
も
の
を
極
力
避
け
、

安
心
安
全
な
災
害
に
強
い
町
づ

く
り
を
急
ぐ
こ
と
が
大
切
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

町
長　

箱
物
や
ハ
ー
ド
事
業
が

財
政
危
機
の
一
因
に
な
り
ま
し

た
。

　

投
資
の
重
点
化
や
コ
ス
ト
縮

減
、
圧
縮
で
効
果
的
な
執
行
と
、

必
要
性
・
緊
急
性
・
効
率
性
を

検
証
し
、
安
心
安
全
な
災
害
に

強
い
町
を
目
指
し
ま
す
。

急
ぐ
の
は

安
心
安
全
な
町
づ
く
り

公
金
横
領

　
　
町
長
の
責
任
は

職
員
自
か
ら
の
努
力

「
体
制
の
不
備
」と
は
何
か

人
的
資
源
の

　
　
　
確
保
が
難
し
い

災
害
に

　
　
強
い
町
を
目
指
す

佐々木　求議員梅林　智子議員

８
年
間
の
教
訓
に
立
つ
町
づ
く
り
を

議
員　

こ
の
た
び
の
不
祥
事
の

対
応
は
、
早
期
収
束
を
思
う
あ

ま
り
、
真
の
動
機
解
明
を
し
な

い
ま
ま
自
身
の
処
分
と
セ
ッ
ト

で
謝
罪
記
者
会
見
を
行
っ
た
こ

と
で
、
町
民
の
皆
様
か
ら
批
判

を
受
け
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
の
責

任
を
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
。

原発災害避難計画は
●現実的でない。答

●
自
主
・
自
立
の
気
風
を
生
か
す

答

一
部
保
育
料
無
償
化
を

●
意
見
と
し
て
聞
く

答

公金横領

町
長　

町
長
と
し
て
取
れ
る
責

任
を
取
っ
た
。
５
年
間
の
硬
直

し
た
人
事
が
問
題
と
指
摘
さ
れ

た
が
、
万
全
の
信
頼
を
し
て
い

た
の
で
、
疑
い
は
微
塵
も
感
じ

な
か
っ
た
。
ぬ
る
ま
湯
で
能
力

向
上
は
あ
り
得
な
い
の
が
私
流

で
す
。
４
月
か
ら
の
新
体
制
で
、

懸
命
に
頑
張
る
職
員
の
努
力
を

期
待
し
ま
す
。

議
員　

生
活
保
護
世
帯
か
ら
ま

で
保
育
料
を
徴
収
し
て
い
ま
す

が
、
非
課
税
世
帯
と
生
活
保
護

世
帯
か
ら
の
保
育
料
の
徴
収
は

止
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

町
長　

保
育
料
の
負
担
軽
減
に

入
る
の
で
、
意
見
と
し
て
聞
き

ま
す
。

名木百選　江戸郷寒桜

山村開発センター

原発避難　幼い生命を守るため
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出
か
け
る
議
会

議
員　

政
策
に
よ
る
地
域
間
、

自
治
体
間
競
争
の
考
え
方
を
尋

ね
ま
す
。

町
長　

自
治
体
間
の
競
争
を
し

よ
う
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

特
色
あ
る
町
づ
く
り
を
し
て

い
き
ま
す
。

議
員　

予
算
は
、
日
野
町
ビ

ジ
ョ
ン
と
関
連
づ
け
て
編
成
し

て
い
ま
す
か
。

町
長　

昨
年
、
関
連
づ
け
は
、

新
し
い
視
点
と
答
え
ま
し
た
。

　

現
時
点
の
課
題
を
実
施
す
る

最
良
の
方
法
を
議
論
し
、
財
政

推
計
を
も
と
に
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
日
野
町
ビ
ジ
ョ
ン

は
、
基
本
で
あ
り
ま
す
が
、
実

施
計
画
で
は
な
い
の
で
、
現
状

に
応
じ
対
応
し
て
い
ま
す
。

議
員　

政
策
を
事
業
化
・
実
現

化
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
尋
ね
ま

す
。

町
長　

政
策
、
事
業
の
内
容
に

も
よ
り
ま
す
が
、
課
題
の
緊
急

性
、
必
要
性
を
検
討
し
、
計
画

策
定
し
、
解
決
や
実
施
に
向
け

議
会
や
関
係
者
に
説
明
し
、
十

分
理
解
を
い
た
だ
い
た
上
で
、

予
算
化
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
調
理
配
送

業
務
委
託
は
、
調
理
員
、
配
送

者
運
転
手
と
も
募
集
し
て
も
応

募
が
無
く
、
民
間
委
託
に
方
針

を
変
え
ま
し
た
。

　

根
雨
社
会
体
育
館
使
用
停

止
、
解
体
も
同
様
の
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
現
在
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

議
員　

補
正
で
対
応
す
る
政
策

的
事
業
は
何
で
す
か
。

町
長　

保
育
料
の
負
担
軽
減
、

移
動
販
売
者
助
成
事
業
、
防
犯

灯
の
L
E
D
化
に
伴
う
助
成
、

文
化
ホ
ー
ル
・
図
書
館
の

L
E
D
化
、
し
っ
か
り
守
る
農

林
基
盤
交
付
金
事
業
や
豪
雨
に

よ
り
被
災
し
た
所
、
根
雨
地
区

簡
易
水
道
の
水
質
安
定
化
を
図

る
基
本
計
画
の
策
定
、
中
学
校

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
、
副

町
長
と
検
討
し
な
が
ら
6
月
、

９
月
の
補
正
予
算
を
考
え
て
い

ま
す
。

「
お
し
ど
り
荘
」裏
の

  

堰
か
ら
の
氾
濫
対
策

安達　幸博議員

政
策
の
具
体
化
は

●
緊
急
性
、必
要
性
を
見
て

答

◎
本
郷
水
路
改
修
工
事
の
地
元

　

負
担
の
軽
減
策
は
な
い
か
。

　

近
年
、
古
く
な
っ
た
堰
き
や

水
路
の
補
修
が
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

国
が
補
助
率
を
決
め
て
お

り
、
議
会
と
し
て
も
自
己
負
担

の
軽
減
に
向
け
て
、
国
に
「
意

見
書
」
提
出
等
努
力
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

水
路
関
係
者
の
中
に
も
様
々

な
事
情
で
放
棄
す
る
方
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
点
で
は
、
関
係
者

の
皆
様
の
協
力
も
必
要
か
と
考

え
ま
す
。

◎
中
山
間
地
の
農
村
振
興
を

　

大
き
な
課
題
と
し
て
位
置
づ

け
、
国
内
研
修
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
農
地
の
保
全
・
担
い

手
や
認
定
農
家
の
育
成
・
特
産

品
の
開
発
な
ど
、
こ
れ
と
い
う

方
向
が
な
か
な
か
打
ち
出
せ
て

い
な
い
の
も
現
状
で
す
。

　

Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
取
り
組

み
の
支
援
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
３
年
後
の
定
着
に
向
け
、

頑
張
る
若
者
の
支
援
な
ど
具
体

的
な
課
題
も
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
◎
新
庄
村
と
の
交
流
は
議
会
だ

　

け
で
な
く
、
住
民
も
で
き
な

　

い
か
。

　

議
会
交
流
は
、
２
年
前
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
交
流

は
、
今
後
の
流
れ
の
中
で
模
索

す
る
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

◎
少
子
化
対
策
と
し
て「
婚
活
」

　

を
し
た
ら
ど
う
か
。

　

過
去
、本
町
で
も（
３
年
間
）

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
が
、
予
算
を
組
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
の
情
報
提
供
を
積
極

的
に
行
い
、
グ
ル
ー
プ
・
団
体

が
工
夫
し
た
交
流
事
業
を
促
進

で
き
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援
を

　

子
育
て
支
援
策
は
福
祉
・
医

療
・
教
育
と
各
般
に
わ
た
り
ま

す
。
県
も
支
援
策
と
し
て
、
保

育
料
無
償
化
等
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
負
担
の
軽
減
策
を
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
の
利
用
に

　

つ
い
て

　

運
転
免
許
を
持
っ
て
い
れ

ば
、
原
則
タ
ク
シ
ー
助
成
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
福
祉
の
面

か
ら
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
柔

軟
に
対
応
で
き
ま
す
。　
　
　

　

議
会
と
し
て
、
本
町
の
ま
ち

づ
く
り
の
視
点
か
ら
総
合
的
な

公
共
交
通
機
関
の
再
構
築
を
町

に
要
請
し
ま
す
。

◎
朝
の
時
間
帯
は
タ
ク
シ
ー
の

　

利
用
が
困
難
。

　

朝
の
時
間
帯
は
利
用
客
が
集

中
す
る
の
で
、
早
め
に
予
約
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◎
町
営
バ
ス
、
電
車
と
の
接
続

　

を

　

３
月
17
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
て
、
バ
ス
時
刻
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

◎
日
野
高
校
の
あ
り
方
は
、
何

　

か
に
特
化
し
、
魅
力
あ
る
学

　

校
に
で
き
な
い
か
。

　

日
野
郡
３
町
協
議
会
で
、
要

望
書
が
県
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
日
野
高
等
学
校
魅
力
化
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
仮
称
）を
設
置
。

・
実
際
の
進
路
に
つ
な
が
る
具

体
的
な
資
格
取
得
や
、
学
習
科

目
の
編
成
。

・
生
徒
と
社
会
人
が
共
に
学
べ

る
環
境
づ
く
り
。

・
福
祉
分
野
の
創
設
。
な
ど
の

内
容
で
す
。
議
会
も
共
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
16
日
、
日
野
町
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
議

会
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
で
、
伺
い
ま
し
た
ご
意
見
を
議
会

で
検
討
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

出
か
け
る
議
会

出
か
け
る
議
会

出
か
け
る
議
会

意
見
・
要
望
の
回
答

町
政
運
営

新庄村のがいせん桜祭

LED化を検討中の日野町図書館（議会だより100号記念展示）
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が
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議会だよりのご感想を
　　　　　　　お聞かせ下さい。

議
会
だ
よ
り
の
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
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日野高校の「荒神神楽」初舞

　

お
芝
居
く
ら
ぶ　

さ
ん
・
ふ
ぃ
ー
る
ど
は
、

１
９
９
９
年
に
結
成
し
、
今
年
で
15
周
年
と
い

う
活
動
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
地
元
に
暮
ら

す
演
劇
好
き
が
集
ま
り
、
日
野
町
文
化
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
、
年
に
１
〜
２
回
の
公
演
を
し
て

い
ま
す
。

　

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
ミ
ス
テ
リ
ー
、
Ｓ
Ｆ
も
の
、

時
代
も
の
、
多
様
な
テ
ー
マ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

脚
本
で
演
じ

て
い
ま
す
。

　

ひ
の
っ
こ

保
育
所
で
、

オ
シ
ド
リ
を

ヒ
ー
ロ
ー
に

し
た
「
オ
シ

ド
リ
仮
面
」

と
い
う
ヒ
ー

ロ
ー
シ
ョ
ー

を
し
た
り
、

た
た
ら
製
鉄

の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
小
説

「
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ａ
」
の
寸

劇
を
し
た
り

と
活
動
も
多

様
で
す
。

　

演
劇
は
文
化
芸

術
の
中
で
も
、
ち

ょ
っ
と
一
般
的
に

馴
染
み
が
少
な
い

も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

け
れ
ど
、
今
で

は
町
内
だ
け
で
な

く
、
町
外
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
お
客

様
が
活
動
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
「
演
劇
が
好

き
で
さ
ん
・
ふ
ぃ

ー
る
ど
の
お
芝
居

を
観
に
来
て
初
め

て
日
野
町
に
来
た
。
素
敵
な
町

だ
と
思
っ
た
。
」
と
町
外
の
方

の
声
。 

　

「
町
内
に
住
む
見
知
っ
た
人

た
ち
が
こ
ん
な
劇
を
し
て
活
躍

す
る
姿
に
元
気
を
も
ら
っ

た
。
」
と
町
内
の
方
の
声
。

　

好
き
な
こ
と
を
好
き
な
よ
う

に
活
動
し
て
き
た
の
に
、
そ
れ

が
町
を
知
っ
て
も
ら
う
キ
ッ
カ

ケ
に
な
っ
た
り
、
元
気
の
源
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
本
当
に
活

動
し
て
き
て
よ
か
っ
た
と
幸
せ

に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
元
に
根
付

い
た
活
動
と
と
も
に
、
演
劇
を

通
し
て
た
く
さ
ん
の
人
の
輪
を

繋
げ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
７
月
26
日
、
27
日

と
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

公
演
予
定
で
す
。

　

演
劇
を
観
た
こ
と
の
な
い
方

も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
さ
ん
・
ふ

ぃ
ー
る
ど
を
観
に
来
て
く
だ
さ

い
。

　
　
　

さ
ん
・
ふ
ぃ
ー
る
ど
筆

特
集  

行
動

特
集  

行
動
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
・
団
体
を
、

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

桜
花
爛
漫　

日
野
路
に
も
、

よ
う
や
く
桜
の
便
り
が
運
ば
れ

て
き
ま
し
た
。
3
月
は
別
れ
、

4
月
は
出
会
い
の
時
節
と
い
わ

ま
す
。
町
職
員
7
人
が
退
職
さ

れ
、
新
し
く
7
人
が
採
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

3
期
目
を
迎
え
た
景
山
町
政

も
副
町
長
を
迎
え
、
新
た
な
執

行
部
体
制
も
整
い
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
26
年
度
の
予
算
も
決

ま
り
、
町
民
が
実
感
で
き
る
町

づ
く
り
に
大
い
な
る
期
待
を
寄

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
活
動
を
、
町
民
目
線
で

届
け
る
意
義
を
、
広
報
広
聴
活

動
に
乗
せ
て
、
努
力
し
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
声
掛
け
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

小
谷
博
徳

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委  

員  

長　

安
達　

幸
博

　
　

副
委
員
長　

松
原　

直
人

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

求

　
　
　
　
　
　
　

小
谷　

博
徳

　
　
　
　
　
　
　

松
本　

利
秋

　
　
　
　
　
　
　

梅
林　

智
子

地元で演劇活動
さん・ふぃーるど

2001年　第４回公演　「ON  YOUR  MARK」

2009年　オシドリ仮面　　　ひのっこ保育所公演


